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目的 BCNU の肝動注の臨床効果を調べる 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

眼球悪性黒色腫肝転移症例に対する 

1,3-bis(2-chloroethyl)-1-nitrosourea（BCNU）の効果。 24

例で奏効率２０．4％ 生存期間中央値 5.2月、CR,PR患者

21.9月、SD8.7月、PD3.3月。 

結論 

BCNU 肝動注は有効である。肝病変コントロール後の肝外病変

の治療手段の改善が必要である。 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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